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は
じ
め
に

　

ユ
ー
ロ
圏
内
で
は
、
二
〇
二
〇
年
の
コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ

ク
を
境
に
、
ユ
ー
ロ
導
入
後
の
各
種
の
域
内
不
均
衡
と
そ

れ
が
も
た
ら
す
経
済
水
準
の
乖
離
が
逆
転
し
、
二
〇
年
ぶ

り
に
域
内
経
済
間
の
収
斂
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
そ
の
実
態
を
概
観
し
、
そ
れ
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い⑴

。

一�

、
ユ
ー
ロ
導
入
前
の
「
域
内
経
済
収

斂
」

　

一
九
六
〇
年
か
ら
ユ
ー
ロ
導
入
前
年
の
一
九
九
八
年
ま

で
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
は
、「
収
斂
の
共
同
体
」
で

あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
全
体
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
の
各
国
の
一

人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
の
デ
ー
タ
か
ら
は
二
つ
の
大

き
な
ト
レ
ン
ド
が
観
察
で
き
る⑵

。

　

第
一
は
、
も
と
も
と
経
済
水
準
の
高
い
域
内
先
進
国
間

の
収
斂
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
の
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
に

ユ
ー
ロ
圏
経
済
―

「
収
斂
の
共
同
体
」
が
二
〇
年
ぶ
り
に
復
活
か
？岩　

田　

健　

治

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕
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は
三
三
・
五
の
開
き
が
あ
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
に
は
、

そ
の
差
は
〇
・
四
に
ま
で
縮
小
し
て
い
た
。
第
二
の
収
斂

は
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
水
準
で
Ｅ
Ｕ
平
均
の
六
割
に
満

た
な
い
レ
ベ
ル
で
Ｅ
Ｃ
（
欧
州
共
同
体
）
加
盟
し
た
周
辺

諸
国
（
七
三
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
八
〇
年
代
の
ギ
リ

シ
ャ
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
の
、
八
〇
年
代
後
半

の
先
進
諸
国
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
収
斂
で
あ
る
。
同

様
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
収
斂
は
、
二
〇
〇
四
年
と
二
〇

〇
七
年
に
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
中
東
欧
諸
国
で
も
観
察
で
き

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｕ
域
内
で
は
、
関

税
同
盟
や
単
一
市
場
な
ど
の
経
済
統
合
に
参
加
す
る
先
進

諸
国
間
に
お
け
る
経
済
水
準
の
収
斂
と
、
先
進
諸
国
へ
の

新
規
加
盟
国
の
経
済
水
準
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と
い
う

「
二
重
の
収
斂
」
が
実
現
し
て
い
た⑶

。

二�

、
初
期
の
ユ
ー
ロ
が
も
た
ら
し
た
域

内
諸
国
間
経
済
格
差
と
ユ
ー
ロ
制
度

改
革

　

し
か
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ロ
が
導
入
さ
れ
た
一
九
九
九
年

以
降
、
Ｅ
Ｕ
先
進
国
内
で
は
「
収
斂
」
ト
レ
ン
ド
が
消
え

去
り
、
南
北
間
の
乖
離
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

⑴�

　「
単
一
通
貨
」
導
入
後
の
南
北
不
均
衡
累
積
と
政
府

債
務
危
機
（
一
九
九
九-

二
〇
一
二
年
）

　

ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
に
注
目
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ロ
が
導

入
さ
れ
た
一
九
九
九
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
前
の
二
〇
一
九
年

ま
で
の
動
向
を
概
観
し
て
お
こ
う
（
図
表
１
）。
一
九
九

九
年
時
点
で
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
Ｅ
Ｕ
を
一
〇
〇
と

し
た
場
合
）
の
独
伊
間
格
差
は
僅
少
で
、
二
〇
〇
一
年
の

よ
う
に
イ
タ
リ
ア
（
一
一
八
）
が
ド
イ
ツ
（
一
一
七
）
を
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凌
駕
す
る
年
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
八
年

の
世
界
金
融
危
機
に
至
る
過
程
で
、
両
者
の
格
差
は
徐
々

に
拡
大
し
、
二
〇
一
〇
年
に
ギ
リ
シ
ャ
政
府
債
務
危
機
が

勃
発
す
る
と
イ
タ
リ
ア
を
含
め
た
南
と
北
の
欧
州
間
の
乖

離
は
決
定
的
と
な
っ
た
。「
収
斂
の
共
同
体
」
は
潰
え
去

り
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
Ｅ
Ｕ

を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
）
の
格
差
は
、
二
〇
一
四
年
に
は

六
〇
年
代
と
同
様
の
三
〇
に
ま
で
拡
大
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

⑵�

　
ユ
ー
ロ
制
度
改
革
に
よ
る
不
均
衡
是
正
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
作
動
（
二
〇
一
三-

一
九
年
）

　

ユ
ー
ロ
圏
政
府
債
務
危
機
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
二
年
以

降
、
ユ
ー
ロ
制
度
改
革
が
金
融
同
盟
・
経
済
同
盟･

財
政

同
盟
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
た
。
岩
田
（
二
〇
一
九
）

は
、
当
面
は
「
経
済
同
盟
」
と
り
わ
け
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア

ン
・
セ
メ
ス
タ
ー⑷

」
が
域
内
不
均
衡
を
是
正
し
、
域
内
経

図表１　1999年以降の一人当たりGDP

〔出所〕　Eurostat（GDP�per�capita�in�PPS）より作成。
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⑴�

　
二
〇
二
〇
年
を
境
に
潮
目
が
収
斂
に
変
化
―
要
因
は

何
か
？

　

図
表
１
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
を
境
に
潮
目
は
南
北

格
差
の
拡
大
と
継
続
の
状
態
か
ら
、「
南
北
間
の
収
斂
」

に
転
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
政
府
債
務
危
機
で
沈
没
し
て

い
た
南
欧
諸
国
は
、
例
外
な
く
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
転

じ
、
当
該
上
昇
ト
レ
ン
ド
は
四
年
を
経
過
し
た
二
〇
二
四

年
ま
で
持
続
し
て
い
る
。
対
極
に
位
置
す
る
の
が
北
の
代

表
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
で
、
二
〇
一
四
年
の
一
二
八
を
ピ
ー

ク
に
Ｅ
Ｕ
平
均
一
〇
〇
に
向
け
て
低
位
収
斂
し
、
二
〇
二

四
年
に
は
一
一
五
と
な
っ
て
い
る
。
ユ
ー
ロ
圏
経
済
に
お

け
る
南
北
経
済
間
の
力
関
係
の
変
化
は
、
ユ
ー
ロ
史
上
初

で
あ
る
。
主
な
要
因
と
し
て
、
以
下
の
二
点
が
考
え
ら
れ

る
。

⒜�　
CO
V
ID
-19

危
機
後
の
Ｅ
Ｕ
財
政
投
入
（
Ｒ
Ｒ
Ｆ
）

　

コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
の
回
復
に
向
け
た
中
長
期
の
施
策
と

済
の
「
収
斂
」
を
も
た
ら
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘

し
た
。
セ
メ
ス
タ
ー
が
導
入
さ
れ
た
二
〇
一
二
年
以
降

も
、
二
〇
二
〇
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
至
る
時
期
の
マ
ク
ロ
不

均
衡
是
正
手
続
き
（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）
で
は
、
北
の
黒
字
国
ド
イ

ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
の
経
常
黒
字
、
低
投
資
と
、
南
欧
諸
国
の

民
間
・
公
的
債
務
や
対
外
債
務
、
そ
の
背
景
に
あ
る
生
産

性
の
低
さ
な
ど
の
構
造
問
題
が
指
摘
さ
れ
続
け
た⑸

。
同
じ

時
期
の
欧
州
域
内
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
を
み
る

な
ら
、
政
府
債
務
危
機
で
拡
大
し
た
南
北
間
の
乖
離
構
造

は
維
持
さ
れ
た
ま
ま
で
、
収
斂
の
兆
し
は
無
か
っ
た
。

三�

、
ユ
ー
ロ
史
上
初
の
域
内
南
北
間
収

斂
ト
レ
ン
ド
の
出
現

　

二
〇
二
〇
年
に
世
界
経
済
を
襲
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け

る
と
、
様
相
は
一
変
し
た
。
ユ
ー
ロ
史
上
二
〇
年
目
に
し

て
初
め
て
南
北
間
の
経
済
収
斂
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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し
て
、
Ｅ
Ｕ
は
二
〇
二
〇
年
七
月
に
総
額
七
、
五
〇
〇
億

ユ
ー
ロ
の
Ｅ
Ｕ
復
興
基
金
「
次
世
代
Ｅ
Ｕ
」
の
創
設
を
決

め
た
が
、
同
基
金
の
九
割
弱
は
「
復
興･

強
靭
化
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
（
Ｒ
Ｒ
Ｆ
）」
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

特
に
甚
大
な
Ｅ
Ｕ
構
成
国
へ
の
財
政
支
援
に
充
て
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
原
資
は
欧
州
委
員
会
が
発
行
す
る

「
共
同
債
」
で
調
達
し
、
グ
リ
ー
ン
や
デ
ジ
タ
ル
等
の
分

野
へ
の
投
資
を
通
じ
て
、
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
の
脱
却
と
持

続
可
能
な
経
済
へ
の
転
換
を
目
指
す
と
さ
れ
た
。
域
内
諸

国
間
、
と
り
わ
け
北
か
ら
南
へ
の
財
政
移
転
を
伴
う
「
財

政
同
盟
」
が
時
限
付
き
で
出
現
し
た
形
と
な
っ
た
。

⒝�　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
と
イ
ン
フ
レ

　

二
〇
二
一
年
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
は
、
二
二

年
初
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
拍
車
が

か
か
り
、
全
般
的
イ
ン
フ
レ
へ
と
発
展
し
、
ユ
ー
ロ
圏
の

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
の
伸
び
率
は
二
二
年
一
〇
月
に
は
一
〇
・
六
％

を
記
録
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
は
、
北
の
代
表

国
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
製
造
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

た
一
方
で
、
南
欧
で
は
、
イ
ン
フ
レ
が
名
目
賃
金
上
昇

（
イ
ン
フ
レ
終
息
後
は
実
質
賃
金
上
昇
）
を
通
じ
て
消
費

を
下
支
え
す
る
と
と
も
に
、
も
と
も
と
北
の
諸
国
と
の
比

較
で
高
か
っ
た
政
府
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
急
速
な

低
下
を
も
た
ら
し
た
。

⑵�

　
南
と
北
で
何
が
起
き
た
の
か
？

　

二
〇
二
〇
年
の
コ
ロ
ナ
禍
を
境
に
逆
転
し
た
、
南
欧
と

北
の
主
要
国
の
経
済
成
長
パ
タ
ー
ン
を
概
観
し
て
み
た
い⑹

。

⒜　

成
長
に
転
じ
た
南
欧
諸
国
（
除
フ
ラ
ン
ス
）

　

二
〇
二
一
年
以
降
、
南
欧
の
多
く
の
諸
国
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
が
Ｅ
Ｕ
平
均
を
超
え
は
じ
め
る
。

　

イ
タ
リ
ア
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
二
〇
二
〇
年
に
マ
イ
ナ
ス

九
・
〇
％
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
落
ち
込
み
を
記
録
し
た
反
動
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で
、
翌
二
〇
二
一
年
に
は
八
・
九
％
、
そ
し
て
二
二
年
に

は
四
・
八
％
の
高
成
長
を
記
録
し
た
。
投
資
と
民
間
消
費

が
こ
れ
ら
の
成
長
を
主
導
し
た
。
し
か
し
二
三-

二
四
年

に
は
成
長
は
鈍
化
し
、
と
も
に
〇
・
七
％
と
な
っ
て
い

る
。
イ
タ
リ
ア
に
出
現
し
た
高
成
長
を
支
え
て
い
る
の

が
、
Ｒ
Ｒ
Ｆ
関
連
の
支
出
で
あ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
と
の

比
較
で
イ
ン
フ
レ
率
も
抑
制
さ
れ
る
中
で
、
賃
金
の
上
昇

は
、
実
質
賃
金
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
雇
用
の
拡
大
と
相

俟
っ
て
、
可
処
分
所
得
の
増
大
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
。

　

イ
タ
リ
ア
の
み
な
ら
ず
、
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・

ギ
リ
シ
ャ
な
ど
南
欧
諸
国
に
お
い
て
も
、
二
〇
二
一
年
以

降
、
同
様
の
成
長
パ
タ
ー
ン
が
観
察
で
き
る
。
そ
の
特
徴

は
、
第
一
に
、
雇
用
の
拡
大
と
実
質
賃
金
の
上
昇
を
通
じ

た
民
間
消
費
の
力
強
い
伸
び
、
第
二
に
Ｒ
Ｒ
Ｆ
に
支
え
ら

れ
た
設
備
投
資
の
着
実
な
伸
び
、
で
あ
る
。
消
費
と
投
資

主
導
の
力
強
い
成
長
は
、
税
収
を
改
善
し
、
財
政
赤
字
は

縮
小
も
し
く
は
黒
字
に
転
じ
（
ギ
リ
シ
ャ
は
二
四
年
に

一
・
三
％
の
黒
字
）、
政
府
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
も

イ
ン
フ
レ
に
よ
る
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
拡
大
も
手
伝
っ
て
、
早

い
速
度
で
低
下
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

他
方
で
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
成
長
は
冴
え
な

い
。
他
の
南
欧
諸
国
の
成
長
パ
タ
ー
ン
と
異
な
る
の
は
、

民
間
消
費
の
伸
び
が
小
さ
く
持
続
的
で
な
い
こ
と
と
、
設

備
投
資
が
二
〇
二
一
年
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
成
長
に
寄
与

し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
二
〇
二
四
年
の
政
府
赤
字
は

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
五
・
八
％
を
記
録
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

⒝�　

低
迷
す
る
ド
イ
ツ
と
隣
接
諸
国
（
除
オ
ラ
ン
ダ
）

　

北
の
諸
国
は
、
ド
イ
ツ
を
筆
頭
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
二
〇
二
一
年
以
降
、
と
も
に
経
済
停

滞
に
陥
っ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
二
〇
二
〇
年
の

シ
ョ
ッ
ク
は
南
欧
諸
国
と
の
比
較
で
小
さ
く
、
四
・
一
％

の
マ
イ
ナ
ス
成
長
で
あ
っ
た
。
二
一
年
に
は
そ
の
反
動
で
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三
・
七
％
成
長
と
な
っ
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始

ま
っ
た
二
二
年
に
は
一
・
四
％
に
減
速
し
、
二
三
年
、
二

四
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
三
％
、
〇
・
二
％
の
マ
イ
ナ
ス

を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
ド
イ
ツ
の
輸
出
主
導
型
の

成
長
モ
デ
ル
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
に
よ
る
製
造
業

の
競
争
力
低
下
や
、
主
要
輸
出
先
で
あ
っ
た
中
国
経
済
の

減
速
等
に
よ
り
行
き
詰
っ
て
い
る⑺

。
政
府
赤
字
も
二
四
年

に
は
二
・
八
％
、
政
府
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
六

二
・
五
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
に
隣
接
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ベ
ル
ギ
ー
の
成

長
パ
タ
ー
ン
も
、
輸
出
の
停
滞
と
低
投
資
、
低
い
民
間
消

費
支
出
な
ど
、
基
本
的
に
類
似
し
て
お
り
、
そ
の
結
果

は
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
を
示
し
た
図
表
１
か
ら

も
確
認
で
き
る
。

　

北
の
諸
国
の
中
で
も
オ
ラ
ン
ダ
は
異
彩
を
放
っ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
と
比
較
す
る
な
ら
、
第
一
に
、
こ
の
期
間
、

オ
ラ
ン
ダ
は
純
輸
出
の
ダ
メ
ー
ジ
が
比
較
的
少
な
か
っ

た
。
第
二
に
、
実
質
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
可
処
分
所
得
の

増
加
が
民
間
消
費
を
下
支
え
し
て
い
る
。
第
三
に
、
国
内

投
資
も
二
四
年
を
除
け
ば
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　

以
上
、
南
で
は
フ
ラ
ン
ス
、
北
で
は
オ
ラ
ン
ダ
と
い
う

例
外
は
あ
る
に
せ
よ
、
二
〇
二
一
年
に
始
ま
る
ユ
ー
ロ
史

上
初
の
南
北
間
の
収
斂
を
通
じ
て
、
両
者
の
経
済
格
差
は

縮
小
に
向
か
っ
て
い
る
。

⑶�

　
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
セ
メ
ス
タ
ー
で
も
二
〇
二
四
年
か

ら
不
均
衡
解
消
へ

　

二
〇
二
〇
年
を
境
と
す
る
潮
目
の
変
化
は
、
数
年
遅
れ

て
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
セ
メ
ス
タ
ー
の
マ
ク
ロ
不
均
衡
是
正

手
続
き
（
Ｍ
Ｐ
Ｉ
）
の
年
次
報
告
に
も
顕
著
に
現
れ
て
い

る⑻

。
図
表
２
は
、
Ｍ
Ｐ
Ｉ
対
象
国
を
経
年
で
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
政
府
債
務
危
機
へ
の
対
応
と
し
て
二
〇
一
二
年

か
ら
開
始
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
セ
メ
ス
タ
ー
で
あ
る

が
、
南
欧
諸
国
に
は
常
に
☆
印
が
一
つ
（
＝
不
均
衡
国
）
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図
表
2　
EU
域
内
マ
ク
ロ
経
済
不
均
衡
の
推
移
（
20
25
年
７
月
時
点
）

国
名

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
セ
メ
ス
タ
ー
の
マ
ク
ロ
不
均
衡
是
正
手
続
き
（
M
IP
）
対
象
国
と
不
均
衡
レ
ベ
ル

18
年

19
年

20
年

21
年

22
年

23
年

24
年

25
年

20
25
年
の
国
別
分
析
報
告
書
が
指
摘
す
る
不
均
衡

11
［
3］

13
［
3］

12
［
3］

12
［
3］

10
［
3］

11
［
2］

9［
1］

７［
1］

フ
ラ
ン
ス

☆
☆

☆
☆

☆
☆

―
―

イ
タ
リ
ア

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

高
水
準
の
公
的
債
務
、
低
い
生
産
性
と
潜
在
成
長
力

ス
ペ
イ
ン

☆
☆

☆
☆

☆
☆

―
―

ポ
ル
ト
ガ
ル

☆
☆

☆
☆

☆
☆

―
―

ギ
リ
シ
ャ

■
☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

高
水
準
の
公
的
債
務
、
低
い
潜
在
成
長
力

キ
プ
ロ
ス

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

―
マ
ル
タ

―
―

―
―

―
―

―
―

ド
イ
ツ

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
―

オ
ー
ス
ト
リ
ア

―
―

―
―

―
―

―
―

オ
ラ
ン
ダ

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

家
計
部
門
の
重
債
務
、
構
造
的
経
常
黒
字

ベ
ル
ギ
ー

―
―

―
―

―
―

―
―

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ

―
―

―
―

―
―

―
―

ポ
ー
ラ
ン
ド

―
―

―
―

―
―

―
―

チ
ェ
コ

―
―

―
―

―
―

―
―

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

―
―

―
―

―
―

☆
☆

競
争
力
、
対
外
不
均
衡
、
住
宅
関
連
債
務

ハ
ン
ガ
リ
ー

―
―

―
―

―
☆

☆
☆

競
争
力
、
政
府
赤
字

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

―
―

―
―

―
―

―
―

ク
ロ
ア
チ
ア

☆
☆

☆
☆

☆
―

―
―

―
ル
ー
マ
ニ
ア

―
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

財
政
赤
字
と
経
常
赤
字
、
競
争
力

ブ
ル
ガ
リ
ア

☆
☆

―
―

―
―

―
―

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

☆
☆

☆
☆

―
―

―
―

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

不
動
産
市
場
と
民
間
債
務

デ
ン
マ
ー
ク

―
―

―
―

―
―

―
―

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

―
―

―
―

―
―

―
―

エ
ス
ト
ニ
ア

―
―

―
―

―
―

―
―

ラ
ト
ヴ
ィ
ア

―
―

―
―

―
―

―
―

リ
ト
ア
ニ
ア

―
―

―
―

―
―

―
―

〔
出

所
〕�　

Eu
ro

pe
an

�C
om

m
iss

io
n,

�E
ur

op
ea

n 
Se

m
es

te
r-

Sp
ri

ng
 P

ac
ka

ge
,v

ar
io

us
 is

su
es

よ
り

作
成

。
凡

例
：

　
�－

：
不

均
衡

無
し

、
☆

：
不

均
衡

、
☆

☆
：

過
大

な
不

均
衡

、
☆

☆
☆

：
是

正
手

続
き

が
必

要
な

過
大

な
不

均
衡

。
注

：
　

　
�■

は
EU

お
よ

び
IM
F

に
よ

る
金

融
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
対

象
国

で
対

象
外

。
　

　
　

　
�各

年
の

下
の

数
字

は
、

☆
不

均
衡

国
数

［
う

ち
過

大
な

不
均

衡
国

数
］

を
そ

れ
ぞ

れ
表

す
。

　
　

　
　

�網
が

か
か

っ
て

い
る

の
は

非
ユ

ー
ロ

圏
。
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も
し
く
は
二
つ
（
＝
過
大
な
不
均
衡
国
）、
灯
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
二
〇
二
四-

二
五
年
は
様
相
が
一
変
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。「
不
均
衡
」
と
判
定
さ
れ
る
Ｅ
Ｕ
構
成

国
の
数
も
二
四
年
以
降
大
き
く
減
少
し
、
二
五
年
セ
メ
ス

タ
ー
で
の
不
均
衡
国
は
、
ユ
ー
ロ
圏
で
は
わ
ず
か
四
か
国

の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

南
欧
諸
国
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
セ
メ
ス
タ
ー
開
始

以
来
、
高
水
準
の
債
務
な
ど
の
た
め
に
「
不
均
衡
」
国
に

指
定
さ
れ
続
け
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト

ガ
ル
が
、
二
〇
二
四
年
よ
り
リ
ス
ト
か
ら
外
れ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
も
、
公
的
債
務
や
低
い
生
産
性
な

ど
の
構
造
的
問
題
に
よ
り
「
過
大
な
不
均
衡
」
を
指
摘
さ

れ
続
け
て
き
た
が
、
二
〇
二
四
年
よ
り
「
不
均
衡
」
リ
ス

ト
へ
移
行
し
て
い
る
。

　

北
の
側
で
は
、
二
〇
一
四
年
以
来
一
一
年
に
わ
た
っ
て

経
常
収
支
黒
字
と
民
間
・
公
的
部
門
の
低
投
資
な
ど
に
よ

り「
不
均
衡
」と
認
定
さ
れ
て
き
た
ド
イ
ツ
が
、二
〇
二
五

年
セ
メ
ス
タ
ー
よ
り
不
均
衡
国
リ
ス
ト
か
ら
外
れ
た
。

結
び
に
代
え
て
：
最
適
通
貨
圏
理
論
に

よ
る
解
釈

　

為
替
相
場
の
切
下
げ
や
、
金
利
引
き
下
げ
と
い
っ
た
国

ご
と
の
政
策
手
段
が
存
在
し
な
い
単
一
通
貨
圏
が
中
長
期

的
に
存
続
す
る
た
め
に
は
、
域
内
不
均
衡
を
事
前
に
回
避

し
て
十
分
な
対
称
性
を
保
つ
か
、
非
対
称
的
シ
ョ
ッ
ク
に

事
後
的
に
柔
軟
に
処
理
す
る
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
不
可
欠

と
な
る⑼

。

　

ユ
ー
ロ
圏
を
襲
っ
た
最
初
の
シ
ョ
ッ
ク
（
政
府
債
務
危

機
）
へ
の
反
省
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
は
「
経
済
同
盟
（
ヨ
ー
ロ
ピ

ア
ン
・
セ
メ
ス
タ
ー
）」
に
よ
り
、
不
均
衡
を
未
然
防
止

し
て
対
称
性
を
確
保
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
導
入
し
、
域
内

に
お
け
る
乖
離
の
拡
大
は
阻
止
し
得
た
が
、
収
斂
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
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二
〇
二
〇
年
の
コ
ロ
ナ
禍
は
世
界
共
通
シ
ョ
ッ
ク
で

あ
っ
た
が
、
ユ
ー
ロ
圏
各
国
の
産
業
構
造
の
相
違
（
製
造

業
か
観
光
業
か
等
々
）
に
よ
り
、
総
じ
て
北
に
有
利
、
南

に
不
利
な
非
対
称
的
シ
ョ
ッ
ク
と
な
っ
て
Ｅ
Ｕ
域
内
を

襲
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
Ｅ
Ｕ
が
採
用
し

た
Ｒ
Ｒ
Ｆ
は
、
南
欧
な
ど
の
弱
い
地
域
に
Ｅ
Ｕ
財
政
を
重

点
投
入
す
る
「
財
政
同
盟
」
を
一
時
的
に
出
現
さ
せ
る
こ

と
で
、
南
北
間
の
収
斂
の
基
礎
を
構
築
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

二
〇
二
一-

二
三
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
イ
ン
フ
レ

も
世
界
共
通
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、
当
該
シ
ョ
ッ
ク
は

域
内
で
は
、
北
の
代
表
国
ド
イ
ツ
の
輸
出
主
導
型
成
長
モ

デ
ル
を
く
じ
き
、
南
の
諸
国
に
消
費
を
軸
と
す
る
内
需
拡

大
と
財
政
発
動
の
余
地
を
与
え
る
非
対
称
的
シ
ョ
ッ
ク
と

し
て
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
北
と
南
と
の
間
の
経
済

収
斂
が
進
ん
だ
。

　

こ
う
し
て
従
前
の
「
経
済
同
盟
（
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
セ

メ
ス
タ
ー
）」
だ
け
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
南
北
間
経

済
間
の
再
収
斂
が
開
始
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｒ

Ｒ
Ｆ
の
南
欧
の
こ
の
間
の
成
長
へ
の
寄
与
度
合
い
や
、
そ

れ
が
当
該
諸
国
の
生
産
性
や
競
争
力
な
ど
に
も
た
ら
す
構

造
変
化
、
イ
ン
フ
レ
が
南
と
北
の
成
長
に
異
な
る
影
響
を

及
ぼ
し
た
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
解
明
は
、
今
後
の
課
題
と
す

る
し
か
な
い
。
こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
を
節
目
と
し
て
、

ユ
ー
ロ
圏
内
の
南
北
経
済
収
斂
と
南
北
間
不
均
衡
解
消
が

複
数
年
継
続
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
に
と
ど

め
る
。

（
注
）

⑴　

本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（C

）21K
12406

の

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

⑵　

デ
ー
タ
は
岩
田
健
治
（
二
〇
二
二
）
二
三
〇
頁
に
掲
載
し
て
い
る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

⑶　

た
だ
し
、
各
国
の
地
域
レ
ベ
ル
で
見
た
場
合
は
様
相
が
異
な
る
点

に
つ
い
て
は
、
安
藤
（
二
〇
二
五
）、
一
四-

一
五
頁
参
照
。
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⑷　

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
セ
メ
ス
タ
ー
に
関
す
る
説
明
は
、
岩
田
（
二
〇

一
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
欧
州
委
員
会
は
、
Ｅ
Ｕ
構
成
各
国
の
マ

ク
ロ
不
均
衡
に
つ
い
て
経
常
収
支
、
単
位
労
働
コ
ス
ト
、
政
府
債

務
、
失
業
率
な
ど
の
指
標
（
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
）
を
も
と
に
「
警
戒
メ

カ
ニ
ズ
ム
報
告
書
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）」
を
公
表
し
「
マ
ク
ロ
不
均
衡
是
正
手

続
き
（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）」
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
の
図
表
２
は
Ｍ
Ｉ
Ｐ
で
不

均
衡
を
指
摘
さ
れ
た
国
の
一
覧
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

⑸　

二
〇
一
二-

一
九
年
の
不
均
衡
一
覧
は
岩
田
（
二
〇
一
九
）、
三
九

頁
参
照
。

⑹　

以
下
⑵
の
各
国
成
長
率
比
較
はEuropean�Com

m
ission

（2025a

）,�

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅲ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

⑺　

川
畑
（
二
〇
二
四
）、
岩
見
（
二
〇
二
四
）
を
参
照
。

⑻　

European�Com
m

ission�

（2025b

）.�

二
五
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
至
る

各
年
版
も
参
照
し
た
。

⑼　

岩
田
（
二
〇
一
九
）
を
参
照
。

（
参
考
文
献
）

安
藤
研
一
（
二
〇
二
五
）、『
ド
ラ
ギ
報
告
の
包
括
的
検
討
と
課
題
』、

D
epartm

ent�of�Econom
ics,�Shizuoka�U

niversity,�E
conom

ic 
D

iscussion Paper Series,�N
o.6.

岩
田
健
治
（
二
〇
一
九
）「
ユ
ー
ロ
誕
生
二
〇
年
：
制
度
改
革
の
焦
点
」

『
証
券
レ
ビ
ュ
ー
』
第
五
九
巻
第
一
一
号
。

岩
田
健
治
（
二
〇
二
二
）「
Ｅ
Ｕ
の
経
済
政
策
」、
森
井
裕
一
編
著
（
二

〇
二
二
）、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
経
済
・
入
門�

［
新
版
］』
有
斐
閣

ブ
ッ
ク
ス
、
第
一
一
章
所
収
。

岩
見
昭
三
（
二
〇
二
四
）、「
ド
イ
ツ
経
済
の
『
構
造
変
化
』
―
二
〇
一

〇-

二
三
年
―
：
ド
イ
ツ
経
済
諮
問
委
員
会
の
年
報
の
検
討
」
奈
良

学
園
大
学
『
社
会
科
学
雑
誌
』
第
二
六
巻
。

川
畑
大
地
（
二
〇
二
四
）、「
再
び
『
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